東亜同文書院の歩みと中国大旅行 by 藤田 佳久
東亜同文書院大学の資料展示会・講演会
〈講演〉
「ラハ
~ιノ
テーマ：東亜同文書院の歩みと中国大旅行
認建費詰雲院大学記念センター長藤田佳久
［司会］ それでは講演会第 2 部といたしまして、
東亜同文書院大学記念センター長の藤田佐久教
授に「東亜同文書院の歩みと中国大旅行J という
テーマでお話しいただきます。藤田教授はご専門
が地理学で、理学博士でいらっしゃいます。そう
した地理学の観点から、東mi同文書院で卒業年次
生により毎年行なわれていた大旅行について、そ
の実態の解明を始め、大旅行の学問的成果、そし
て学生逮が残した大旅行の記録から、当時の中国
の実像を明らかにするといった研究を進められま
したo そして複数の著作も含め数多く研究を発表
してこられました。藤田教授のプロフィールも講
師略歴でご紹介しておりますので、詳細はそちら
をご覧ください。では早速藤田先生にご講演をい
ただきたいと思います。先生よろしくお願いいた
します。
【麗田］ 先ほどご挨拶させていただきましたけれ
ども、改めてここにございますテーマで発表させ
ていただきます。今日は本当に多くの方にお集ま
りいただきましてありがとうございます。それだ
け書院はいったいどんなところだ、ったんだろうと
いうご関心をお持ちの方が多いのではないかなと
思っております。書院そのものはもう半世紀以上
前に閉学いたしました。したがいまして歴史的な
存在になってるんですけれども、それだけにその
実態というのを皆さんにお示ししたいということ
で、なるべく多くの資料とか写真とか、在、が分析
したいくつかの図なども併せまして、ちょっと多
めですので散漫的になってしまうところもござい
ますけれども、ご説明をさせていただきます。
早速始めさせていただきます。これが東亜同文
書院の一番活況を呈した時の本部棟の建物でござ
います。戦火などにより書院は全部で 4 か所、上
海の周辺部を動きました。本来の狙いはなるべ
く中国人の中で学ぶということで、当時の上海は
フランス租界と共同租界、のちに日本とイギリス
の共同租界が中核となりますけれども、その租界
の中ではなくてその外側にキャンパスを｛乍りまし
た。 1 回目は南のほう。 2 回目は北のほう。 3 度
目がこの本部棟がありました一番西側です。現在
ここは公園やアパートに変わっていまして、その
周辺はもう都心です。当時は田んぼの真中だ‘った
んですね。それだけ上海の発展ぶりが見られるわ
けです。この 3 度目の本格的なキャンパスの建物
は残念ながら第 2 次上海事変の時に中国兵によっ
て焼かれてしまいました。 3 日 3 晩焼け続けた
と聞いております。これからお話しします東亜同
文書院の書院生の人達が大調査旅行で書き撮った
20 万枚あまりの原稿。それから全国各地から集め
た商品見本。だいたい 10 万点あります。これが
もし現存してたら、最大級の博物館ができたん
じゃないかなと思いますけれども。その他、膨大
な図書館の本ですね。諸資料か焼失してしまいま
した。非常に残念なことです。一部カーボン紙に
刻んで書いたコピーの記録等が愛知大学のほうに
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現在ございます。
東亜同文書院の経営母体である東亜同文会が東
京の文部省の隣にございましたが、戦後日本生命
ピルと共にここも GHQ の建物として接収される
ことになりました。そうしますと上海から送って
きていた中国関係の、書院生の旅行記（副本）を
含めて約 35,000 冊の膨大な資料および本が米軍に
接収されてしまいます。最後の学年は、残念では
ありましたけれども東シナ海を船でもう渡れませ
んでした。上海に行けませんでした。富山県に呉
羽紡績というのがございまして、これも戦時中は
軍需工場だ、ったんで、すけれども、そこの社長さん
の肝入りで、最後の学年はそこに校舎の一部を借
りて勉強したわけです。そして敗戦になって米軍
が東亜同文会の建物を接収するという時に、ラッ
キーなことにそこの書院の学生速の有志が、超満
員の屋根にも乗るような列車に乗って東京まで来
られて、接収の前の日に 1 晩でそれをかきだして、
トラックで運んで、隠したわけであります。もしそ
の 35,000 冊の本がありませんでしたら、愛知大
学は終戦直後すぐには開学できなかったし、今日
お話する「大調査旅行」の全貌もわからないまま
になってしまったわけです。そういう点でも奇跡
に近いようなドラマチックな歴史の中で愛知大学
が誕生したということになります。
膨大な資料は焼けてしまいましたが、一番書院
生が光り蹄き書院も発展した時期でしたから、そ
の直後に大学になります。焼けた建物はその時
代のシンボルとしての建物でございます。今回の
1 階で開催しています展示にもございますけれど
も、こういう 5 万坪ほどの広い敷地に校舎ができ
た。これが戦前絵葉書にもなってあっちこっちで
印刷されたわけですね。
これが立役者の方々です。真中が荒尾精という
方で、この人は愛知県尾張の出身です。明治政府
が創設した軍の学校に入って、九州熊本鎮台に来
た時に、中国を覗いてきた仲間から中国の実態に
ついての話を聞いた。そこで中国語を勉強して自
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分も行ってみたいと思ったわけです。江戸時代、
それまでの日本人の中国像というのは漢詩漢文の
世界でした。中国のインテリの人達が書いた漢詩
漢文でありまして、まさに理想郷が描かれていた
というわけで中国の実態とはずいぶんずれてい
た。そのずれに気が付いたのが荒尾精だ、ったので
す。単身上海に行きまして中国の実態に触れる。
しかしそこは租界でしたから、本物の中国をとい
うので漢口まで遡って、さらにいろいろ情報を集
めて勉強したわけでございます。そして帰国後、
当時の欧米指向型の日本に対して、隣の中国には
こういう世界があると。また非常に多くの資源に
も富んで多くの製品もある。むしろそちらと日本
は貿易したほうが、距離も短いし、良いではない
かということを荒尾精は主張します。
日本から来る若者達が当時もやはりいたんです
ね。そういう若者を使って「お前はあっちへ行っ
て勉強してこい」とか「こっちへ行って見てこいJ
とか、派遣したんですけど、ほとんとーの人は帰っ
てこなかった。逃げてしまったか、亡くなってし
まったか。改めてそういう点ではきちんとした教
育機関が要るというわけで、書院ができる 10 年
前、 1890 年に日清貿易研究所という名前の学校
を上海に作ったわけです。約 150 人ぐらいの学生
を日本から集めて勉強に行ったんですけど、残念
ながら 5 年後に日清戦争が始まって、引き揚げざ
るを得なかった。夢は中断してしまうわけです。
そして日清戦争が終わったあと、東亜同文会とい
う組織が設立されて文化交流事業を進めることに
なったわけです。一番左側の近衛篤麿公が理事長
をやっておられた方ですけれども、理事長になっ
て中国との聞の文化交流事業で、列強に侵食され
ている中国を救う、あるいは朝鮮を救うというの
は、中国や朝鮮での教育活動を行なうことで底上
げをしなくちゃいけないという考え方を持ち、日
本と中国の交流事業をもっと活発にやるべきだ
と考え、その人材を養成するビジネススクール的
な教育機関として東亜同文書院という新しい学校
を作ったのです。その時に荒尾精の親しい友人で
あった棋計上ーを院長に据えて関学したわけです
しかし先ほども 113 しましたようにお金がありま
せんでしたから、各県の県費生という形で入学さ
せる仕組みをつくりました。非常に優秀な学生諸
君が当時集まったのです。
これは歴代の院長でございまして（図表 1) 、
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左上から根津院長。杉浦重剛。この人は任期が
短かった。大津麟平。そして近衛文麿。この時期
東亜同文書院の院長でありました。東京裁判の直
前に自殺をしてしまいます。そしてこの右上が大
内暢三という方。福岡県出身です。特にこの頃大
学に昇格しまして、最初の学長になったんですけ
れども、日中戦争の間の緊張感が高まる中で、軍
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図表 1 東E同文書院歴代の院長
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部のほうから「書院の学生達を通訳としてもっと
使いたい」とか、あるいは居留民団のほうからの
圧力がある中で、書院の学生に「君らはあくまで
勉強に来たのであって、戦争をするために来たん
じゃないからJ と言って軍部に対して拒絶をした
という形で、書院のリベラリズムを貫徹した方で
あります。有名なお話、分かり易いお話として「風
呂桶の理論J というのがありまして、相手にい
ろんなサービスをすれば相手から戻ってくる。お
風呂の水を自分のほうから向こうへ押しやれば、
戻って帰ってくる。そういう波及効果があるから、
一生懸命やりなさいというわけです（図表 2）。
そういうことを学生に伝えたりしたと聞いており
ます。そして矢田七太郎。一番最後が本間喜ーと
いう院長です。本聞は第 l 次世界大戦後のドイツ
に留学されていて、ものすごいインフレの中で生
活されたので、混乱期にお金はインフレで紙屑同
然になってしまうことを知っていましたから、撤
収の時みんな金の延べ棒に換えて財産を保持する
というような才覚を発揮されました。
この本間院長が戦後愛知大学を作られました。
その時も東亜同文書院大学という名前を使いた
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かったんですが、当時の GHQ は中国に関するこ
とは一切だめということで、東亜同文書院大学と
いう名前は使えませんでした。それで愛知大学と
いう名前になりました。当時書院には中国研究所
というのがございましたが、この名称もだめとい
うことで、愛知大学としては国際問題研究所とい
う名前にして、中身は中国研究が多かったんです
けど、そういうことで対応したりしたのでありま
す。先ほどの 35,000 冊の中国関係の本と、全国の
大きな都市が空襲で焼失した中で新たに古本屋さ
ん等から集めた 10,000 冊の本、合計 45,000 冊ぐ
らいで愛知大学が終戦の翌年 1946 年に畳橋の地
にオープンしたのであります。右手が先ほど申し
ました大内暢三さん、左手が東亜同文会理事長の
近衛篤麿であります。大内さんは今回の講演会と
展示会を紹介していただいた西日本新聞にも載っ
ております。
細かく話をすると長くなってしまいますけれど
も、出発点は荒尾精が上海に行った時に世話をし
てくれた岸田吟香です。岸田劉生という絵描きさ
んのお父さんですね。岡山県の山の中の方ですが、
幕末に江戸へ勉強をしに出てきました。彼が目を
悪くしてしまって、当時横浜にいたヘボン（ロー
マ字のヘボン式でよく知られている）のところへ
行ったらその才能を認められ、英語の辞書を作る
のに協力し、活字がないから上海へ行って作るこ
とになり、その時にヘボンは目薬も作ってました
から、そこで技術を身に付けて、上海でも目薬を
売ったのです。当時の中国はあまり医療のレベル
が高くありませんでしたのでそれで財をなして、
その後帰ってきて、日本で最初の横浜日日新聞と
いう日刊紙を発刊します。これは晩年の岸田吟香
です。劉生さんの教え子の 1 人に高須という、豊
橋の方がおられ、愛知大学のロゴを作ってもらっ
た。そういう色々な人脈のつながった関係のある
経過です。岸田吟香は日本での国際商人第 1 号で
しょうね。当時は「吟公、吟公」と呼ばれていた
そうです。
私が今から 20 年ほど前この研究に入った時に、
「蘭州紀要」という文書に出くわしました。筋も
よく分かりませんでしたけれども、読み込んで
いくうちに、最初申しました荒尾精が漢口でい
ろんな若者を集めた時に、中国をもっと知りた
いとあっちこっちで調査をさせた。その中でこの
文書は蘭州へ行った人の記録であるということが
分かりました。蘭州というのは黄河の中流にあっ
て周辺は砂漠の乾燥地帯で、戦後、工業都市とし
て発展しました。その近くにこういう地名も記録
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されていまして、地理情報がその中に盛り込まれ
ております。そういうのを含めて荒尾精が n青国
通商綜覧j、今流に言うと中国商業地理でしょう
か、中国の実態を描いた記録を 1.000 頁ぐらいの
本で出したわけです。これが明治の最初にベスト
セラーになりました。これによって日本人が初め
て中国の実態を知った。その本の中の地名を私の
ところでザーッと地図上に落としますと、実に中
国全域をカバーするこれだけの地名が入っている
（図表 3）。つまりその地域の情報が、人物から物
図表3 I清国通商綜覧j 中に紹介された府名などの分布（f清国通商綜覧j より作成）（藤田原因）
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産まで、歴史的なあるいは文化的な事項までみ
んな書き込まれている。いかに荒尾精という人が
勉強したかということがよく分かります。つまり
日本人に中国全体の情報を与えた。それで多くの
人がそれに非常に関心を持ったわけです。そして
こういうような銅で、作った製品などのカタログも
あっちこっちのページ；こ入っている。商品見本み
たいなもので、中国ではこういうものができるん
だから、やっぱり中国と取引したほうがいいと、
中国との貿易を提案したわけです。
これが荒尾精です。根津ーとー諸に日清貿易研
究所を作りますが、ちょうど日清戦争に勝ったあ
とのその頃、日本の中には初めて、多くのアジア
を向いたいろんな活動団体が出てくるわけで、す。
東亜会が 1897 年、同文会が 1898 年にできまして、
これが合同して東亜同文会というのを作りまし
た。東亜同文書院の名前はここから来ているわけ
です。その時の会長が同文会、むしろこちらは教
育研究重視型の団体です。一方、東亜会は運動論
的な人達が多かったですね、陸掲南とか。いろん
な当時の有名な人達がいまして、合同して近衛篤
麿が会長になりました。近衛家の中でも非常にリ
ベラルな方です。ヨーロッパに留学もしておられ、
貴族院議長でもありました。清国の保全と、清国
が自ら強くなるにはどうしたらいいか、そのため
に日中間でどのように提携したらいいかというこ
とから教育文化事業をやる必要があると。最初南
京同文書院を作りますが、義和団の乱があって上
海へ移すわけです。その時に新しい同文書院の構
想ができまして、合同させてこういう形になりま
す。それが 1908 年です。愛知大学の理事には近
衛家の方がず、っと入っておられます。
その一番最初は束京同文書院というのを東京
の目白に作りまして、ここに中国の人達を留学さ
せたわけです。日清戦争後中国の人達は、なぜ日
本に負けたのか、日本の近代化に学ぶべきだと。
ちょうど日本がアメリカに負けて戦後アメリカへ
たくさんの人が留学したのと閉じ現象ですね。中
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国の人達がたくさん日本に来たわけです。そうい
う方々が帰国されて軍閥のトップになったり、各
県の知事になったり、インテリの人達がたくさん
生まれたわけです。周恩来とか、少し前までは中
央政権におられた方々の中にも、日本で学んだ親
日家の人達が非常に多かったですね。今後日本が
そういう方々を作れるかどうか。この辺が日本と
中国との関係において非常に重要だと思います。
そういう流れで朝鮮にもこういう学校を作りまし
た。笹森儀助というのは琉球や南洋の探検をやっ
た方ですが、この方も校長さんになっています。
そして東亜同文書院が上海にできて、中国人の学
生もそこで学ばせる。あといろいろな一般の学校
も作ったりしていますね。教育文化活動をやろう
として具体化してきたことがよくわかるわけです。
その中のメインとして東亜同文書院が上海に設
立されます。設立時のスタッフと授業科目が残さ
れています（図表 4）。当時はこの程度の専門学
校的な学校です。その内容を見ますと、まず中国
語を現地できちんとマスターしなくてはいけない
という方針がわかります。なぜかと言うと清固と
の貿易をやろうとする場合、清国の複雑な商慣習・
取引慣習があります。それをマスターするには日
本での勉強は無理だと。中国に入って中国の現場
で取引の慣行を学ばなくては。当時は日本より清
国のほうがレベルが上だと皆さん考えていたわけ
です。それが逆転してしまうのは日清戦争で日本
が勝って以降のことです。そういう意味で言うと
中国を一生懸命勉強しなくちゃいけないというこ
とがよく分かりますね。商慣習・商取引などなど。
後に中国現地での地域調査が本格化します。
戦後になって書院がスパイ学校ではないかみた
いなことをよく言われますけど、そういう科目は
全くないわけです。そういう点で言いますとビジ
ネススクールとしてスタートしたということカfお
分かりいただけると思います（図表 4）。戦後は
中国に閲してはイデオロギー的な学問研究が目
立った中で、「書院は上海にあった。日本の植民
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図表 4 初期の東亙同文書院のスタッフと担当科目（1908 年）
職 名 民 名 就職年月日 主旦 E当 季F 自
院 長 根 i奪 一 明治35. 5. 5 倫理 . 
教 ilt 法学士・上野 負疋 41. 4. 15 
教 授 法学士・福岡操太郎 36. 10 法棒、政治
問 法学士・田部 環 40. 12. 7 経昔、財政
同 文学士・大村欣一 40. 7. 28 制度、外交史、通商袋三
同 商難生詐士・森川一帯 38. 9. 9 商業学、簿記、商業実践
同 商提学士・中Ill精吉 39. 12. 1 商業学、簿記
同 布 施 知 足 40. 1 • 21 英語
同 背 木 喬 41. 12. 6 中国語
同 構 !ti .I!ｫ 江 41. 4. 13 瀧文、尺瓶、時文
DJ 教 授 一 木 重量 市 4:i. 3. 23 中国語
同 松 手k 千 執 40. 二. 28 中国語、制度
I可 富 I珂 幸三郎 40. 7. 28 中国語、商品学、商業地理
助教授兼寮監 ,J、 回 勝太郎 40. 3. 28 習字
幹事兼寮監 務I 回 連次郎 41. 4. 27 
携 自市 争中 iヰ主 助太郎 41. 1 . 8 商業慣習
府l 沈文部｛字、少坪｝ 39. 9. 2 尺脱
同 端 璃｛字、穏加｝ 中国輯
続 自t事 金 得（＇.j::、介生｝ 中国語
同 i!li 功｛字、 皇制h) 中国時
！司 、-. ス・フ イ ;,,-・』 4C. 10. 22 英語
I吉］ ーミセス・ハ ープ 4 . • . 14 英語
会 世十 係 安河内 霊ム 3う. 10 
ヰー 務 Eミ 佐 E単 喜平次 4:.. 5. l 
同 田 Bド 末次郎 41. 5. 1 
守交 医 ロZヨロ }II 賢 斎 4C. 5. 23 
武術爺』総監 m 勝太郎
武術部縁側 安河内 む、
t’東京開文章嘗院大学史a よリ》
地の尖兵ではないかJ というような観念論的な論
法で学校が位置づけられて、そういう目で見られ
てしまって卒業生の人達は自ら口を割らなくなっ
てしまった時期がございます。 1989 年にベルリ
ンの壁が崩壊して、日本でもそれまでのイデオ
ロギー的な学問とか発想が相対化されて、書院を
もう少しきちんと実証的に見直していこうという
動きが出てきました。これは愛知大学の中でもそ
れに似た空気がございます。最近では中国の人も
欧米の人も東亜同文書院に非常に関心を持ってい
る。戦後の東西冷戦の狭間に日本があったという
点で言いますと、ちょっと残念な時代がございま
したけれども、実証研究からきちんと見ていきま
すと、東亜同文書院の性格がよく分かつてくると
思います。
いだと思います。その時アンケートを取って、「ど
この県から来られたか」を尋ねて地図化してみま
した。こちらは 40 期 (1940 年）以降に入学され
た方の分布です。こちらは県費生の分布です。ア
ンケートですからなかなか各県にまたがってない
ところもございますが、まあだいたい順当にいっ
ています。こちらは私費生（自分でお金を出すか
ら勉強させてほしいという方々）で、都市部から
応募し入学してきたということが分かります。こ
れは非常に激戦でして、 30 ～ 40 人採るところに
受験生が 3,000 人ぐらい応募してきた。高い授業
料でしたけれども激戦の中で選ばれてきた人達で
す。「入学の時の夢はどんな夢か」。中国で働きた
いとか、骨を埋めたいとか、日本と中国とアジア
のためにとか、中国人のためにとか、中国を見た
り学ぴたいとか、中国語を学びたいとか、有能な
事業者・社員になりたいとか、アジアで働きたい
とか、外交官になりたいとか。本日御出席の卒業
これは今から 15 年ほど前に行なったアンケー
ト結果です。当時はまだ書院の卒業生が 1.500 人
ほどご存命でおられました。今はもう 500 人ぐら
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生の中に小崎先生がおられますが、外交官として活
躍された方です。 33 期以前は亡くなられた方が圧
倒的に多いものですから書きませんけど、そのあた
りからでもそういう方々が多いことがわかります。
しかし、開学しでも書院はお金があまりありま
せんでしたから、学生を中国各地に連れていけな
い。そこでこういうふうに修学旅行で、山東半島
へ行くとか北京に行くとか漢口に行くとかいうこ
としかできませんでした。学生逮はもっとあっち
こっち行きたいと希望していまして、中には夏休
みに親から送ってもらったお金で各自で調査旅行
に行ってる人達もいたんですけれども、修学旅行
しかできないことに対して、学生の不満がちょっ
と高まったわけです。これはあとの伏線になるん
ですけれども、ここに写っているのが波多野養作
という福岡県小倉中学を卒業した方です。 2 期生
ですけど頭がみんな丸坊主で、正面から見ると後
ろに毛があるというのは分かりませんが、弁髪で
後ろは長く、当時の清国の風習をみんな真似して
おります。前のほうはツルツルですが後ろには毛
があるんです。この方は残念ながら帽子を被って
いてちょっと分かりませんが。この方があと 4 人
の方と一緒に書院卒業のあと西域へ大冒険旅行を
しました。日露戦争の直前に日英同盟が結ばれ
ました。日本側はこれでイギリスに認められたん
だというので非常に喜んだわけですが、まあイギ
リスのほうは対ロシアとの戦略的な問題だ、ったん
でしょう。今で言いますと西域方面にロシアの勢
力が入り込んできているから日本の外務省で調べ
てほしいとイギリスから要請があったということ
です。日本政府としては当時そんな情報網を持っ
ていませんでしたから、困り果てた上で、そう言
えば書院が上海にあるからあの院長に l 回開いて
みようというようなことで話・を持ってきた。当時
根津院長は時々京都へ帰られていて、そこへ 2 期
の卒業生が卒業直後にご挨拶に行った時に、院長
からそういう話があるけど君ら行ってくれんかと
いう話になり、じゃあ行きましようということに
なったわけです。そして波多野養作さんという方
は柔道部で体が丈夫だからというので参加したわ
けです。これは遺族の方から写真をお借りしたん
ですが、こういう格好で旅行に行きました。
時にはこんな砂利道を馬車で旅をしています
（図表 5）が、ほとんどは歩きですね。馬車に乗
図表5 馬車の旅風景 fシルクロード明治の一人旅j より転写
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ると痔になってしまう。皆さん痔に悩むんです。
その時に中国の奥地にいた欧米から来ていた宣教
師に救われます。書院の人達は、こんな奥地にま
で欧米の宣教師が来ていろんな活動をやってると
いうことにびっくりするわけです。欧米ってどう
いう国だろうと、欧米の国にも関心を持ちます。
砂漠ですから夏は夜に歩きます。冬は川の流れが
凍って、氷を渡れば旅行ができます。非常に条件
の悪いところへ、往路に 1 年、帰路に 1 年の計 2
年。今北京からウルムチまで飛行機で 3 時間です。
それを 1 年かけて行ったんですから、すごいこと
をやられたんですね。みんな体調を崩して死にそ
うになったりして現地の宣教師に助けられていま
す。この波多野さんが記録を残しているので実態
がよく分かるわけです。
それをベースにして私が図を作るとこんなふう
になります。これは先ほど言った翻州というとこ
ろです。河西回廊の入口で有名なところです。い
わゆる西域の入口です。そこに何人がどのぐらい
いたか。当時データがありません。どのくらいの
人口だったかが記録してありますので晃ていきま
すと、当時の河西田廊の様子が分かります。それ
からタクマクランの砂漠があります。一定の距離
毎に町ができている。水田もあるんですね。これ
は私もタクマクラン砂漠の砂漠化調査というのを
1993 年から 10 年ぐらいやりましたけど、堂々と
水聞が砂漠のど真ん中にあったりします。しかし
非常に塩分が高いんですね。そういう様子も復元
できます。だから非常に細かな観察をこの方は記
録された。ただ北京を出てからすぐマラリアにか
かってしまいました。時々 1 週間高熱が出ますと
記録がなくなってしまうんですね。当時中国には
マラリア蚊がいた。お尻を上げて血を吸うやつで
す。だからこれから日本も少し気温が上がると、
真っ先にマラリアが来るかも知れません。お民を
上げて刺すような蚊にはちょっと注意したほうが
いいと思います。この方も道中ずっとマラリアに
悩むんですね。キニーネというのがあるんですけ
東亜同文書院大学の資料展示会・講演会
ど、効いたり効かなかったりでした。
これは帰りのJレートです。途中、揚子江を通っ
て、騎舵の革袋をいくつか束ねてそれに乗って下
る。そういう道中の記録です。細かいことは省き
ますけど、こういう細かな記録をベースにしてこ
ちらで当時の地図を作ることができるぐらい情報
をきちんと把握しています。これは天気です。毎
日温度が何度あったか。重要なことですね。気温
が書いてありまして旅の仕方がよく分かる。先ほ
ど申しましたように冬も夏も非常に厳しい。砂
漠の冬は一番気温の低い時はマイナス 40 度です。
たとえば皆さん方がよくご存じのトルファンのブ
ドウの木なんかは、全体を横に倒して土を被せて
保護するんです。大変ですね。でないと木が死ん
でしまう。そういう厳寒の地です。
当時この中央アジア、今この辺りを示したもの
ですけれども、 20 世紀の最後の秘境と言われた
中央アジアに列強の人達がどんどん増えて、今は
中国の地元の博物館を見ると、列強の探検隊が来
てみんな泥棒して持っていっちゃった、日本の大
谷光瑞も泥棒だと書いてあります。大谷はイギリ
スに若くして滞在中に、列強が次々に仏教遺跡を
発見したり持ってきたという情報を聞いて、俺達
も行かなくちゃと日本から来ていた若者を集めて
何も知らないのにシベリア鉄道に乗って行ったん
ですね。大谷光瑞は途中で本寺からの電報で呼ぴ
婦され、インドを経由して帰ってしまいます。残
された 2 人が河西国廊を歩いて帰る。これが日本
人の最初の西域の旅ですね。しかしこれはただ歩
いただけでしたけれども、明くる年にさっきの 5
人がここへ入ってくる。本格的な調査をしたのは
書院の卒業したてのこの 5 人です。そのうちの 1
人に前述の小倉中学出の波多野養作という人がい
るわけです。まだ八幡製鉄所ができる直前の八幡
村で育った方です。だから地元では波多野養作さ
んはもっと評価されてもいいんじゃないかと思う
んですね。日本人として最初の西域調査をした人
ですから。
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その中に林出賢次郎という方もおられたんで
すね。この方は行って帰ってきてもう l 度行っ
たんです。なぜかと言うと、現地の蒙古の酋長と
言うか王様が「日本の教育は素晴らしい。我々に
も教えてほしいj というわけで招かれて、現地へ
行って教育指導をされた。この方は後に満州帝国
の鴻儀のお世話をする人物になりました。ところ
がj専儀の味方ばかりするので関東軍から首を切ら
れた。殺されたわけで、はありませんが職を解かれ
てしまうわけです。戦後少し平和をめざした宗教
活動なんかもされますけれども、非常によくでき
た方であります。これは先ほどの、皆さんにぜひ
生日っていただきたい地元北九州出身の波多野養作
さんの姿です。卒業後は中国の地下資源開発を中
心とする会社に勤められました。ただし日中戦争
が始まった時にご本人は自殺してしまいます。遺
族の方のお話を聞きますと「日本の軍部の馬鹿野
郎！ J というふうに言って自殺したということで
す。自分達が一生懸命日中関係を図ってきたのに、
軍部が勝手なことをやるから全部だめになってし
まう。そういう嘆きで自殺されてしまった。
これはそういう 5 人の方々が息も絶え絶えに、
と言うと大げさかも知れませんがみんな無事に
帰ってきたので、書院の学生諸君は大歓迎したわ
けです。「俺達も行きたい」。しかしお金がない。
ちょうどその時、外務省がお札に 3 万円書院にく
れたわけです。そうすると 3 年分は学生達の思い
を遂げさせてあげられるだろうというわけで、 3
年間大旅行を、書院生は行きたいところへチーム
を組んで行きなさいという形で旅行が始まったん
です。決してスパイのために行ったわけではあり
ません。行きたくでしょうがない。こうして「大
旅行J が始まり、これが出発時の光景です。かっ
こいいですね、頭陀袋でここに「00班」と行き
先が書かれています。まるでアフリカ探検隊です
ね。こんな白衣を着てゲートルを巻いて。各班に
カメラ（ドイツのライカ製）が与えられます。自
動車がありますがこれは上海駅へ行くだけのため
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です。これで旅行をしたわけではありません。ほ
とんど歩きです。 3 か月、 4 か月、 5 か月、長い
人は 6 か月、中国大陸を旅してきたわけです。い
ろいろな写真があります。 00旅行総、 00旅行
線、今で言うとコースですね。昔の省の名前で書
いてあります。これは上海港からですね。だいた
い先ほどの本館の前で写真を撮影しています（図
表 6）。そしてこんな大きなパスポートですが、
ここに行き先をずっと書いて申請するわけです。
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図表 6 さまざまな旅立ち姿（各旅行誌より）
当時の中国は清朝の終わりから民国時代の混乱
期ですけれども、旅行記を読みますと、行く先の
知事のところには情報が全部入ってます。夜宿泊
をすると必ず警察が来てパスポートチェックをや
ります。従って特に外国人に対してそうだったと
思うんですけど、どんな末端に行ってもきちんと
管理がなされていたのは驚くべきことです。今の
パスポートはポケットに入りますけど、当時はこ
んなに大きい。ちょっと無くさないですね、これ
は。忘れたということもないと思います。
書院は国際都市にありましたからリベラルな雰
囲気があって、日本での学生は学生服だ、ったんで
すけど書院ではこういうふうな背広姿もかなり
あったということです。これは最盛期の頃です。
書院は 1901 年から 45 年ですけれども、特に 20
期代、先ほどの校舎ができた時はやっぱり書院の
人達も自信に満ちたんではないで、しょうか。非常
にリベラルで、最盛期を迎えた頃のーコマです。
ではどういうコースを行ったのかということで
すが、いくつかのコースをお見せします。 1 つは
特定の地域の調査。これが卒業論文になるので、
それぞれの人がみんなテーマを持って行くんで
すね。そのさいいろんなところを見てやろうとい
うわけで、そう簡単には現地に行かないんです。
あっちこっち見て、帰りにもいろんなところを
見て帰ってきた。目的地が最終的にここだとして
も、北京へ戻って来て、そこで解散後各班員はま
た｜句こうへ行ったりこっちへ行ったりするわけで
す（図表 7）。最終学年の 4 年生（最初は 3 年制
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でしたから 3 年生）は、 20 ～ 21 歳ぐらいですか
ら、今の日本だと学部の学生ですね、今の学生に
こんな根性があるかなあとちょっと思うんですけ
ど。だいたい 2 人から 5 ～ 6 人が多いですね。目
的地へ行くまでにいろいろあっちこっち寄ってい
く。途中の時期から日記を書くようになります。
最初は日本人の行かない初めてのコースをみんな
行くわけで、すけど、そのうちそういうコースも少
なくなってくると、後輩の人達に「このコースを
行く時にはこういうことに注意したほうがいい」
とか、いわゆるコース案内みたいな日記を書いて
います。これが実に面白いんです。朝誰に会った
とか、何を食べたとか、途中でどんな出来事に会っ
たとか、誰とどんなことをしゃべったとか、夜は
どういうところに泊まったとか。今の旅行のよう
にホテルや旅館はありませんから、自分達で科理
をして、自分達で農家の軒先を借りて、とか、厩
。お0km
包回国E田・・E・
m;縄経済調査旅行班コース留
図表 7 「大調査旅行j コースの事例
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のようなところに板を敷いた上に寝るとか、夜は
南京虫に体中刺されるとか、アンペラを敷いて寝
るけれども効果が無いとか、当時の中国の実態が
分かります。
当時日本人のインテリの人達は上海とか北京と
か天津とかしか行きませんね。作家の人達がいろ
んな紀行文を書いてますけどみんな都市型です。
書院生は都市へも行きますがほとんどは農村－で
す。そういう点で言いますと当時の中国はほとん
ど農民でしたからその実態が分かるし、地方の部
分が分かるわけですね。これもそうですね。こっ
ちは今度南のほうから海岸伝いにアモイとか香港
とかに寄りながら、当時フランス領の安南（今の
ベトナム）から雲南のほうに入って、揚子江の上
流へ行って戻ってくる。ここは旅行線がここでな
くなっていますからほんとは漢口で解散なんです
が、みんなまたここからあっちこっちに寄ってい
く。満州の北部から東南アジアまでいろんなコー
スを巡りました。これは自分遠の歩l隔で計った
地図です。当時の中国には実測図がなかった。今
でもそうですね。地形図はありますけど一般には
売ってません。皆さんが中国に行って買う地図は
みんな位置図です。正確だと思われるかも知れま
せんが実測図ではありません。これは外国人用の
別荘地ですけど、歩幅で作った地図。だから非常
に貴重です。当時そういう地図はありませんでし
たから。
これは旅行中の漬聞というところです。西安
のほうへ入っていく途中の谷間の関所です。荒れ
ていたことがわかります。辛亥革命後民国政府に
なった当時は、各省を中心に軍聞が、その地域を
占めて自分の王国を作ろうとしたわけです。軍閥
のトップと言うと大親分みたいな、泥棒みたいな
印象がありますが、実はインテリの人達です。唐
継亮という人も日本に留学していた方です。軍
閥のトップの人はほとんど日本への留学経験者
です。だから片言の日本語が通じたりします。こ
ういう谷の通路は強盗団の出易い場所だというわ
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けで、彼らも配置を考えて旅行しています。強盗
団は前 2 人、後 2 人が監視役で、真中で襲うわけ
です。そういうのがすれ違う。だから普通よりも
身構えながら、危険な旅行もしています。これは
大雁塔、西安ですね。私はここに愛知大学の学生
を連れていって大量のスリ団に会いました。日本
の学生は不用心ですからカメラを取り出しでもカ
バンを閉めずに開けたまま撮るとそこへすぐ手が
入って、全部取られてしまったのが 5 ～ 6 人出て
大騒ぎでした。あとを追っかけたんですけど、「先
生追っかけたら危ない」と言うんです。彼らは
青竜刀を持ってる可能性があるから。青竜万と言
うと漫闘で見ると首を切るシーンが多いんですけ
ど、実はそうではなくてズパッとお腹の真中に突
き刺してグルッとかき回すから内臓をやられて死
んでしまう。危険だというわけで、す。
これは張家口。フフホトというところです。挨
が非常に多い。今も昔も変わらないんですけど。
これは黄河を下る時の写真です。今日本人はほと
んど行きませんが、途中に大きな沖積地ユートピ
ア三角州というのがあります。こういうふうに日
章旗を抱えたりしています。これもナショナリズ
ムと言うよりは、中国の人達と区別するためなん
です。安全を図る。書院の人達は辛亥革命の最中
にも漢口（発祥地）に 2 チームが入り込んでしまっ
た。突然戦争の中に入っちゃったんですけど、東
亜同文書院の学生であると言うと丁寧に扱ってく
れて解放してくれた。あっちこっちの軍閥開戦争
にも、カメラを持ってるからスパイだと思われて
捕まっちゃうんですね。領事館へ行って書院だと
証明するとすぐ解放されるというような経験をし
ています。時にはこんな騒馬に乗り換える時もあ
る。これは船の中で休息をしていますね。これは
歩み疲れてという感じです。ご本人達が写真の説
明に書いてるのをそのまま使っています。当時の
町の中です。両側が深く掘れてて、舗装がありま
せんでしたから大変だ、ったようですね。
今度は東南アジアですね。こんな感じで東南
アジアにもどんどん行ってます。当時東南アジア
はタイを除くと全部植民地でした。植民地とい
うのは基本的には道路が整備されていて、中国を
旅行する時に比べてあっという聞に目的地へ行っ
てしまうというので、後輩の人達に旅行コース
をいろいろ考えろということと、もう 1 つフラン
スの植民地が多くてフランス人が非常に威張って
いる。それをやり返すには英語ではだめだと。だ
から書院生はもっとフランス語を勉強して、フラ
ンス人の言い分をきちんと分かるようにせよとい
うようなことを書いています。もう l つ書院の人
達がびっくりしたのは、どの地域へ行っても日本
人が入っていた。どんな農村へ行っても日本人が
けっこういて、みんな指導者として慕われていた
からです。これはおそらく日清戦争とか日露戦争
に勝ったという意味で、日本人に対する評価が高
かったことも影響していたでしょう。もう 1 つ農
業技術とか商業のやり方をマスターしてましたか
ら、そういうところが非常に尊敬されたんだろう
と思うんですね。戦争が始まると日本の軍隊が踏
みにじるように東南アジアに入り込んできて、逆
転してしまう。従って東亜同文書院の報告書は、
軍部が読んでたはずだ、情報を取ってたはずだと
一部の人が言いますけれども、読んでなかったと
いうふうに思わざるを得ないですね。そういう親
目的な東南アジア世界を逆にしてしまったという
のは非常に残念なことですね。
これもそうですね。こういう形でシンガポー
ルから。これはフィリピンですね。まあ東南アジ
アもこういうふうに一周してきたりと、いろいろ
なコースがあります。これもスマトラからシンガ
ポールへのコース。現在 102 歳でご健在の安揮さ
んという方がおられます。その方のグループは最
初はこういうコースで上海からハノイ、昆明、そ
して成都へ向かうコースだったんですけど、昆
明へ来たら領事館で強盗団がものすごくいるから
「危ないから行くな」と言われた。そこで困って
しまってどうしょうかと言う時に、チベットから
東車問文書院大学の資料展示会・議潰会
来た隊商の親分と会って、連れてってくれと言っ
たら OK と言うから、近くでみんな待っていた。
中周囲内はは 1 日歩くとだいたい宿のある集落が
ありますが、チベットではありませんので、そう
いうキャラパンに参加しないと旅行ができない。
ところが待ち合わせ時間に来なかったので困った
というわけで、じゃあ俺達でピルマへ出ょう。こ
こに南北に刻む深い谷がたくさんあるんですが、
それを乗り越えて、鉄線にぶら下がりながら大き
な川を渡ったりしてピルマに出るコースをとった
のです。その方は少数民族地帯を通りましたから
こんな絵を書いたりしています。
これもそうですね。最近学生諸君の聞に大麻が
はやっているようですが、これはアヘンの吸煙器
です。また、香港ではイギリスが作った町の正確
さと言いますか、美しさに非常にび、っくりした。
しかし当時これは広東ですけど、雲南省との軍闘
が争っていました。その軍隊です。これはベトナ
ムのユエという古い都で、フランスが政権を握り
ますと王様はここへ幽閉されてしまう。もともと
ここが根拠地だったんですね。日本橋として室町
時代の日本の遺産が残っている。これがユエの玉
城です。ベトナム戦争の時に破壊されますけれど
も、この時はまだ完壁に残っています。
一方満州ですが、満州事変が起こりますとさ
すがの民国政府も 2 年間ピザを発給しませんでし
た。従って満州しか学生は行けなかったのです。
みんな中国の奥地を予定していたので「不満たら
たらJ と書いてあります。けれどもおかげで満州
各地の調査をやれたんです。今私はこの旅行記録
の満州編を編集していますけど、これは大変貴重
な資料です。その時の写真ですね。こんな興安嶺、
小安嶺の横断。虎がたくさんいるのに大変だった
ろうなと思うんですけど。 1 階の展示会場に手書
きで書いた記録が展示されていますが、そのうち
の主なところだけダイジェストして編集して出版
したシリーズもあります。これは書院の地理学の
馬場鍬太郎先生で「大旅行」を指導しました。私
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は地理学をやってますから非常にこの旅行には親
しみを覚えるわけです。毎年編集委員会を作って
大旅行の前述したダイジェスト版を出版したわけ
です。これは軍閥の人達の揮牽です。呉侃宇など。
当時のことを知っておられる方は有名な名前で
ご存じだと思います。非常にインテリですね。き
れいな字を書いてます。このようにいろいろ記録
の中に中国の要人や日本の要人が揮事を寄せてま
す。
どんな調査をやったかを見ますと、これは 17
～ 21 期でまだビジネススクールの色が濃い時代
ですね。やっぱりこういう産業関係が非常に多い
（図表8）。どの地域でどのような産業が活発であっ
たか、そういう様子が分かる。これもそうですね。
商品別になっています。交通関係とか。ところが
先ほどのように日中戦争が始まりますと旅行コー
スは非常に難しくなります。この範囲です。漢口
とか。中には四川まで行った人もおりますが、例
外的です。日中戦争が厳しくなって最後のコース
はこの沿岸部だけしか行けない。しかし全体には
ずっと最後のほうまでありまして、合計してみま
すと 700 コース。ですから半世紀に渡って 700 コー
スも設定して大調査旅行をやったというのは世界
最大の規模だと思います。こんなのはさすがにイ
ギリスにもないと思います。これはそのうちの 5
期から 23 期。つまり 1905 年の入学生から 1923
年の入学生の中国のメインランドだけのコースで
す。このコースは自分達で設定したテーマと行き
たい地域を選ぶ。教授が助言はします。だから自
分達で自主的にやったわけです。アンケートによ
ると、「旅行にどんな期待を持っているか」につ
いては、直接現地の人とコミュニケーションがで
きるとか、中国の実態がよく分かるとか、大陸雄
飛への夢と冒険とか、大陸をより広く知りたいと
か、未知への憧れとか、北京語で習ってる授業が
どこまで通用するかとか、いろいろありました。
函表8 第 17 ～ 21 期の窃査旅行コースのうち、調査対象別調査地域数の一覧表
h需型冬 満州 内盟主古 望霊ゴヒ 望室ヰ2 選誓言事 29)11 合内陸 雲南 会十
鉱 業 1 1 2 
場 諜 1 1 
rth 第E 1 1 
お包 才E 1 2 3・
繊維原料 1 l 
茶 操 1 1 
草 毛． 民 3 1 4 
ガに 量E 1 1 2 
コ二 業 1 l. 2 
E霊 第是 1 1 2 
程量 演 1 4 6 5 5 21 
貿 .g 1 2 3 
偶ま怠た盆三芸能 1 1 
金 高虫 2 4 1 ,ー 
商業制度 2 4 1 7 
ガ丈 遇E 1 1 2 
手ミ a合 1 l 
航 通E ’ 2 1 3 
移 ~ 1 1 
教 背 1 1 
釘L 富E 5 5 
宏司「 4 4 17 21 13 ’ 8 71 
〈分類が可能な分だけ持したので，合計型的主対象年次の総数 ·:7 －~とは一
致しなし、〉
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「人生への影響は」、非常にいろいろな意味で影
響を受けている。「人生を振り返った満足度は」、
大いに満足とかまずまず満足というのが非常に多
い。「書院を卒業したことの、人生に対する満足
度はj、大いに満足とかやや満足。書院に入った
人達は非常に満足している。「書院の精神という
のはいったい何だったのか」、日中の友好のため
であるとか、アジアを上へ上げていくとか、中国
とアジアとの理解とか、こういうようなところが
非常に多いですね。「その特色」というのは、語
学教育とか、学校の自由さとか、全寮制で上級生
と下級生が同じ部屋で生活していたとか、人格形
成とか、いろんなことが挙がっております。
しかし書院に関していろいろ書かれた戦後のイ
デオロギ一時代の本を見ますと、これは早稲田の
先生ですけど、あまりいいことを書いてないです
ね。たとえば書院は大陸で、植民地の尖兵だ、ったみ
たいな形のものが書いてありますが、中身をあま
り勉強されずに書かれていますね。
「書院から得たものはj、多いにあったとし、仁1:1
国への理解と親しみができたとか、世界的な感覚
を身に付けて世界的視野で中国語教育を受けたと
か、生きる力を与えてもらったとか、そういうの
が非常に多い。「スパイという見方をされたこと
についてはどうか」については、そんな見方はあ
り得ないとか、とんでもないとか、馬鹿げてると
か、悲痛、心外、悔しい、そんな事実はないとい
うのが多いですね。これは卒業生が就職した中国
の場所です。大きな町が多いですね。やっぱりビ
ジネスマンで最初の頃育ちましたから、そういう
いろんな実業会社に勤めてる人が非常に多い。あ
とはジャーナリズムであるとか多様です。バラエ
ティーに富んでいます。
これは私がイギリスに 1998 年から 2000 年まで
いた時、向こうでもこういう報告をたびたびゃっ
たんですね。その時にこういうものすごい旅行だ
と強調して「グレイト j を付けたんですけど、当
日の報告にはカットされていまして、日本人が「グ
東亜同文書院大学の資料展示会講演会
レイ卜」なんていうことはできないということか
なと思いながら発表しましたら、削った教授が握
手を求めて「やっぱりグレイトだったj と。だか
らイギリス人も認めたほどの書院の大旅行だ、った
んですね。中国研究というのは f清国通商綜覧』
という最初にお話しした本が非常にヒットして、
先ほどの 5 名の方の西域調査の成功ですね、それ
からあと調査旅行が制度化されていって、 3 年で
終わらなくなったんですね。お金のほうも工面し
てやるようになって、そのことがアカデミーへの
志向を強めた。単なる商業の勉強ではなくて、もっ
と広く中国を知っていくということに結び付くよ
うになったのですね。語学の実用教育というのも
こういう初めての教科書を作ったり、報告を作っ
たり。ですから学生の調査報告がそのままこう
いうような大作に変化していくわけです。 f支那
経済全書j は全部学生のレポートです。全 12 巻。
日本人の手になる支那（中国）の最初のエンサイ
クロベデイアだ、ったと思います。その規模とか報
告書の性格というのはどんどんアカデミーの世界
にいく。指導者は馬場先生で、こんな厚い本を書
いている。この人は書院の卒業生から聞くと、「寝
る時に枕にちょうどいいというような 100 ページ
を越える厚い本をたくさん書いた」。実際手に取っ
てみると枕にちょうどいいかなと思うぐらいの厚
さですけれども。この先生もものすごい勢いで調
査研究をされた。そういう環境もとで多くの調査
旅行が行なわれたわけです。
ここから先は時間の関係もありますので省きま
す。これは f支那経済全書j の目次ですね。東亜
同文会の一番最初に卒業生の人達が書いた 2 万頁
以上の作品。これはその項目です。中国のいろん
な項目。学生の名前と何県出身かが全部書いてあ
ります。学生の作品です。そしてそういうレポー
トを編集して、たとえば f支那省別全誌i 全 18
巻が早くも 1910 年代の終わりから出るんですね。
その巻頭言のところに根津院長が、苦労しながら
中国の東西南北を歩きながらまとめたんだよと書
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いています。これが 40 年代になりますと、もう
1 回新しい情報を元にして『支那省別全誌j の新
しい版が出ますが、 9 巻まで出て、戦争で中断さ
れました。当時満鉄調査部というのがあって、満
鉄の人達が華北を中心にしてボーリング的に満州
の調査をしたのですが、書院のこういう成果に対
しては、「あれは無思想で調査だ、けやってるんだ」
みたいな批判が一時あったりしましたけれども、
今となってみますと非常に貴重な資料がたくさん
記録されていて、むしろ満鉄の調査のほうがやや
観念的な調査が多いということを考えますと、「議
論が無い」と言われましたけれども、変な議論を
書かなくて実態をきちんとつかまえたほうが、長
い時間生きた資料として存続することが分かりま
すし、実態に語らせることができます。
これは本物のスパイが書いた地図ですね。一方、
これは書院生が作った同じ町の地図です。えらい
違います。だからやっぱり書院の人達が作ったも
のは正確なんですね。
そしてこういう機関誌を出した。この中にはい
ろんな研究成果があります。この「支那」の雑誌
の中身も、時代の流れと共に、たとえば後半にな
りますと満蒙の記事が多くなるとか、少しずつ変
化していくことが分かります。これは私のほうで
いろいろ項目をピックアップしてみたものです。
そしてやがて機関誌名は「支那研究」というタイ
トルに変わり、大学になりますと「東亜研究j と
さらに広領域のタイトルへ変わって論説が並んで
います。その間にいろんな本が出されています。
これは f支那年鑑j。それから I満州要覧j。これ
も枕になるような厚い本です。そしてこれは私の
著書の宣伝みたいなものなんですけれども、そう
いうのをここ 20 年ぐらいずっとこまめにやって
まいりまして、こんな形で今本を出しつつありま
す。これは特に先ほどの日記記録のほうですね。
生々しくて面白い。これは第 4 巻まで出してます。
今第 5 巻目を「満州」ということでまとめてます。
卒業論文の報告書じゃなくて、コースの面白さ、
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庶民の作り上げた生活もたくさん入ってます。
後半になるときれいに書かれますが、最初の頃
は草書で書かれていますね。こんな形です。これ
を読むのは大変です。地元の中日新聞、こちらで
言うと西日本新聞のような新聞にあたると思いま
すけれども、私のこういう作業を知って新聞に紹
介してくれて、「先生が解読に苦労しているから
お手伝いしたい方はどうぞ藤田先生のところへ」
と書いたもんですから、 35 人の方からお手紙が
来ました。「手伝いますJ。そこでこれをコピーし
てお返ししたら 1 人も OK がなかった。そのぐら
い難しい。だからちょっとミスがあるんですよ。
書院の卒業生に時々叱られたりするんですけど。
ではそれを活字にするにあたって、ほんとに現
地調査がきちんとできているのかどうかというの
を調べるために最悪のコースをたと手ったグループ
を選んでみました。このチームはここに海南島と
いうのがあるんですけど、この調査の時に広東ま
で来たら領事館から「今あそこはコレラがはやっ
てるから行くな。社会的にも非常に不安が高まっ
ているから止めろj と言われていたのです。普通
はそういう時みんな平気で、行っちゃうんですけ
ど、この班だけは行かなかったんですね。じゃ
あというのでこの辺をウロチョロした結果、最
終的にはさきほどやなせ先生が福建省にお父様が
おられたという話がありましたけど、あそこへ上
陸してここの調査をずっとやるんです。私はこの
記録を持ってあとを追っかけて 10 日間ぐらい現
場をず‘っと見てきたわけです。記録と現在とを対
照して、当時の報告書の中の、石を割った棒を利
用して牡輔の養殖をするというのは日本では無い
ですね。こんな様子とか、全部書いてあることが
そのままの事実なんです。だからマルコボーロみ
たいに噂を書いたとかそんなことはない。この日
誌記録は絶対に風聞は書くな、自分で確認したも
のしか書くなというのが至上原理でしたから、こ
れは使い物になるということで、じゃあこれを読
んでみようということになったんです。そのきっ
かけのコースです。最悪のコースを選んでそれ
だけだったら、若干予備調査をしたコ｝スの内容
はもっと信用していいだろうということになりま
す。
たとえばほほ同じ地域へ異なったコースで 3 班
ぐらい入ったケースを選んでみました。その記録
を用いて作ったのがこの土地利用函です。 3 コー
ス分広い範囲の様子を示せます。細かいから説明
しませんけど、先ほどの波多野さんと同じように
当時の様子が全部分かります。四川省から陳西省
西安。四川省の軍閥は一生懸命地域作りをやって
るけど、映西省の軍聞は戦争ばかりやってて、ど
この村へ行っても麓人形を作って、「早くあの寧
闘のトップは死ね、死ね、死ねJ とやってるとい
うようなことが書いてあります。ところが山西省
へ行くと今度は一変して、闘将軍という人が省内
を非常にうまく管理して、夜道でも女の人が歩け
るという、対照的な地域を記述しています。
これは社会的な状況です。どこで強盗団が出る
とか、道路事情はどうだとか、そういうような情
報も地図化して示すことができます。当時はデー
タがありませんから、人口等もこんな形で地元で
調べて示すことができます。これは天気ですね。
ここに秦嶺山脈というのがありまして、ここから
南はモンスーンで時々雨があるんですが、ここか
ら北へ行くともう乾燥地域に変わる。そういう様
子も非常によく分かります。毎日の記録からです
ね。これもやっぱりさっきの強盗屈がどこに出る
かも含めて、いろんな状況を浮かびあがらせるこ
とができます。
当時中国は統一通貨じゃありませんでしたか
ら、いろんな通貨があります。それを 12 期だけ
のコースの各班の記録の中から拾いますと、これ
だけの種類の通貨が使われていたことが分かりま
す。ちなみに書院の人達はどこでも応用が利くよ
うに小銀（銀のかけら）を糸で吊るして体に巻き
付けて会計係は旅行したのです。重くでしょうが
ない。なぜ紐で絡めたかと言うと、 JII中を船で旅
東亘同文書院大学の資料展示会・講演会
していて岸へ近づいた時に、強盗団が飛ぴ移って
きて身ぐるみ剥がされてしまう。その時船縁にそ
れを吊るしておけば、中国の川は汚れてますから
水中が見えない。そういうような知恵を先輩から
教わってやってた。だから会計係の人はタフなん
ですね。
それを同じ通貨が使用されている範囲をまと
めて示しますとこうなります。当時の経済圏が分
かる。これは現在の中国を理解する上でも非常に
重要だと思います。今度は言葉。方言も含めてこ
んなにたくさんありました。これもまとめて示す
とこんなふうになる。これは文化圏と生活圏を示
します。合わせますとこんな形で、これが中国の
当時の基本的な経清的あるいは生活圏的・文化圏
的な地域構造になります。これはそんなに今も変
わってないと患います。そういうことがこういう
データから分かります。今の中国は統一通貨の元
の世界ですからこのように仕分けしたりすること
はできません。当時だからこそこういうことが分
かり、今日の中国のベースが分かります。
これは阿片がどこで栽培されていたかが旅行記
のあっちこっちに書かれているのを地図化したも
のです。さっきの山西省は将軍がケシを禁止しま
した。そのため、山西省の隣の省からは山西省と
の境界線ギリギリ、黄河の向こう側はケシぽっか
りですね。そういうようなことが分かります。全
体としては北西部の畑作地帯が多いです。
今度は強盗園、土匪ですね。これも省の境目に
集中的に分布しています。元々は黄河が氾濫した
時に溢れた農民達が泥棒に転換して、それが玉突
き現象で広がっていったのです。寧聞の争いの中
で敗残兵の人達が泥棒になっていく。それで民国
になってからそれが急に増えていくわけです。そ
して数年前に反日の運動がありましたけれども、
同じように 21 か条要求のあとの五四運動、 1925
年 5 月 30 目、日本人の経営する上海の紡績工場
でデモがあった時、イギリス兵が無差別に銃弾を
浴びせたんですね。それが中国全土にナショナリ
191 
ズムを引き起こして、排英・排日・排外と、急に
中国のナショナリズムが高まっていきました。こ
れは日清汽船が焼かれた時の写真です。あの時は
もう 5 月の中旬には書院学生達は旅行に出てまし
た。それが 5 月の 30 日にそういうことがあって、
あっという聞にそれが各地へ広がったために、旅
先の書院生は突然石をぶつけられたりとか、宿に
泊めてもらえないとか、物を売ってもらえないと
か、討論会に出ろと言われたりとか、いろいろあっ
て、この班の人達の班は南方へ行く予定が行けな
くて途中で・太原へ出て、汽車で、北京に戻っていま
す。砂漠のほんとに奥のほうでも運動が広がった
ことがわかります。
これは軍閥に会った時の写真です。その支配地
軍閥の占有範囲
0 250km 矢印は抗争地を示す
回＝＝＝ ( ）内は軍期名
図表 9 1923 ～ 1924 年夏までの地方軍関の領域と抗争図（旅行日記ほかより作成）
（注）当時の省界を示す。
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域も記録から分かります（図表 9）。いろんな戦
争に遭遇したからです。それを分布図として示し
ました。さっきの揮宅の呉侃宇はここの範囲。一
時ものすごい広い範聞を獲得しました。しかしこ
れが膨らんだのですがシャボン玉のように次の｜瞬
間支配地域がパッと消えてしまったりする激動の
時代です。北のほうには張作震がいて、関東軍が
列車で爆殺をしてしまう。それで満州事変、満州
国という形になっていくわけで、す。
もう l つ面白いのは、軍聞には先ほど言いまし
たように地域づくりとか町作りに熱心な人達が多
かったことです。これは四川省です。重慶を始め
こういう主な町には、日本から学んだ町づくりが
みられます。特に当時の中国はパブリックの世界
が非常に弱かったんですね。公共性というのがあ
まり無い。そういうところへ運閥の指導者達は日
本流に公園を作ったり、図書館を作ったり、道路
を広げたり、パス道路を作ったり、そういうこと
を一生懸命ゃったんです。従って中国の近代化の
中の公共空間の創出というのは、戦後の人民政府
が初めてやったのではなく、軍閥の人達がきちん
と最初にやっていた地域が多いということが非常
によく分かります。
今度は満州ですね。今ちょうど編集をやって
るところですけれども。 1920 年代に中国の人達
が満州へ年間 100 万人ほど押しかけている。 4 月
ぐらいに入って 12 月に帰ってくるO 出稼ぎが多
いんですけど、この差は満州に定着した人達です
ね。その前は 19 世紀の終わりに清朝政府がロシ
アの南下を食い止めるため、今まで他民族を入れ
なかった聖域満州の地に、一部に限って漢民族を
入れるんですね。最初は恐る恐る入っていました
から出稼ぎだったんですけど、 20 世紀に入ると
次第に農民、それからそれを追っかけて商人達が
入ってくるわけです。そのピークが 1920 年代な
んですね。いろんな職業の人達、雑多な人達が山
東省方面からいっぱい入っていたということがよ
く分かります。
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その際、それぞれ港からどこへ入っていったか
見ますと、ほとんど南満州行きですね。これも奉
天の駅からどの駅で何人が下車したか。その人数
等を書院の人達が持ってた記録から地図化します
とこんなふうになります。ほとんど南満州鉄道、
満鉄のj仕様です。やっぱり漢民族にとっても満鉄
の沿線は安全だhったんですね。特に満鉄が付属地
を設定するようになりまして、そこに住んで‘おれ
ば満鉄が保護したというようなわけで、漢民族の
人達もこの沿組に好んで入り込んでいった。奉天
から乗った人はどこから来たかと言うと、やっぱ
りこの沿線が多かった。従ってそれより北のほう
の北満は空白地帯だったわけです。例えば、北
満では 500 人レベル以下の程度の県が多かったで
す。これはハルピンです。これがチチハルで少し
多いですが、その周辺はほんとに少なかったわけ
ですね（図表 10）。これが 1920 年代の世界なん
ですけど、そのあと 30 年代に入りますと、日本
人の 100 万人入植計画による入植地がまだ空白に
近かった北満を中心に展開していったわけです。
この北満への入植はまさに対ソ連戦略だ、ったとい
えるでしょう。
以上をまとめ的に見ていきますと、 1900 ～
1910 年ぐらい、この赤く示した部分が中国での
資本主義的なシステム化が入り込んだ時代です。
なかなか簡単にはいかなかったんですけど、次
第に広がりつつありましたが、 1930 年から内戦
に入って、もう混乱がピークになり、ストップ
します。日中戦争も加わりました。戦後は人民政
府と文化大革命があって、ょうやく改革・開放が
1978 年の文革後からスタートしますが、その中
で例の郡小平の資本主義歓迎論に近い演説から、
急に経済のほうで資本主義化が始まりました。そ
うするとこの時の資本主義のモデルはベースとし
て 1930 年代までないと接合しないですね。新し
く確かに欧米や日本からいろいろ入ってきた部分
もあるんですけど、その接合の基本枠はここ。だ
から銀行制度でも庶民金融等は当時の仕組みと
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図表 10 満州中・北部における漢人移民の県別分布（1929 年）
（満鉄資料より作成原資料は民医側資料｝
か、そういうのが今の中国にやっぱりあるという
ことを見ますと、この接合という形で来ていると
いうことが重要だと思います。
現在、表面的には非常に大きな形で生産規模が
拡大してますけど、そこの仕組みはこの当時の世
界の延長にあります。たとえば、当時クーリーと
呼ばれた多くの労働者の人達がたくさんいたけれ
ども、今は内陸の農村地帯からクーリーと閉じよ
うな生活をする農民工の人達が都市へ来て、全く
それと同じだ役割をしています。また、当時ほと
んど列強の資本が入ってましたけど、今も合弁企
業という形で日本を始め殴米の資本が入ってきて
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います。だからこれも全く同じ仕組みです。そう
いう点で言いますと rj:1 国のベースを知るというこ
とは非常に重要です。いずれにせよ、この時の記
録は中国にも欧米列強にもありません。まさに東
亜同文書院の学生諸君だけが築いた世界ですね。
それがこの最大の財産です。これを研究すること
自体が今の中国の本質的な部分、基礎構造と言う
んですか、そこを解明する上では非常に重要では
ないかということです。
東軍同支書院大学の資料展示会・講演会
よりごく短い時間ではございますが質疑応答の時
間を設けたいと思います。なお、ゃなせ先生はご
講演後空港に向かわれることになっておりました
ので、途中で退席されました。従いましてただい
まの藤田先生のご講演につきましてご質問等のあ
る方は挙手をお願いしたいと思います。なおご質
問の際にはご所属とお名前をおっしゃっていただ
きますようにお願いいたします。はいどうぞ。
あとはこれが戦後の愛知大学にどういうふうに ！神尾］ 神尾と申します。今までの調査記録が、
つながったかというお話です。この辺は 1 階の展 日本の軍閥に悪い意味で利用されるということは
示会場に、そののち愛知大学にどういうふうにそ 多くはなかったんでしょうか。
れが伝わってきたかというシリーズがありますの
で、そちらでゆっくり見ていただきたいと思いま
す。これは本間学長ですね。東亜同文書院の最後
の学長で、愛知大学の創設者です。新しい校舎で、
食料難でしたからどういうふうにサツマイモを作
るか。これは今のグランドですが、そこをサツマ
イモ畑にしていたんですね。これは東亜同文書院
の学籍簿。唯一大陸から学籍簿を持って帰ってき
た大学ですね。帰国時、ボストンバッグ 1 つしか
許されなかった時代に、みんなで手分けして持っ
てきた。周，恩来首相の時に向こうで辞書を作るた
めに用意していた 14 万枚のカードを返してくれ
て、愛知大学が辞典編纂室をつくり、日本で最初
の f中日大辞典j というのを出した。これは簡字
体を含め、大きく再編成しましたが、まさに東
亜同文書院の遺産でもあります。これを戦後の先
生方が頑張ったわけです。あとは学生とのつなが
りは学長が言われた通りであります。これは横浜
での書院についての展示会の様子で、す。やっぱり
横浜でも非常に多くの見学者が集まって、関心を
持っていただきました。
というようなことで、一通りさっとお話させて
いただきました。どうもご静聴ありがとうござい
ました。
［司会］ ありがとうございました。ではただ、いま
［藤田］ はい。いつもこういう問題が出てくるわ
けです。これは非常に我々も関心を持ってまして、
いろんな卒業生の人達が報告書を書く時にその辺
がどうだ、ったかという話をいろいろ個別に聞いて
まいりました。ある時期にはコピーを、今みたい
に機械がありませんからカーボン紙を当てて 2 ～
3 部作った時代もございます。しかしそういうの
を作らなかった学年もあります。だから 1 部は確
実に東亜同文書院そのものに置かれて、あとは東
亜同文会とか、ひょっとしたらそういう軍部のほ
うにも行ったかも知れません。台湾にも実はあり
まして、あそこの総督府の図書館にも流れてたと
いうのを我々が確認しております。従って全部が
全部ではないでしょうけど、書院以外の軍部の人
達が報告書を読んだということは、可能性として
はあります。だけどそれをどういうふうに利用し
たかということになると、ちょっと我々もなかな
か裏付けができないですね。さっき東南アジアの
ことも申しましたけれども、きちんとして読めば
ああいうような戦争のやり方をしなかったんじゃ
ないかなという気もするんですけど、まあ書院の
資料は本命じゃありませんから、本筋はもっと政
治的な判断、あるいは戦略だったんでしょう。そ
ういう中のごく一部ぐらいは当時の軍部の人は地
域の様子を把握するために見たという可能性はあ
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ると思います。だけどそれがうまく使われたかど
うかということになりますと、なかなか分かりま
せん。
［司会1 ありがとうございました。では他に何か
ご質問等のある方いらっしゃいますでしょうか。
はい、引続きどうぞ。
！神尾］ 戦時中にそういったふうなことがあっ
たかなかったかということと、それの手のひらの
表と裏になるわけですけれども、今の中国で記録
が利用されているというふうなことはござし、ます
か。
［藤田］ 中国の方と我々の大学との交渉はずい
ぶん長いんですけれども、最近展示資料・の見学
も含めて記念センターを訪問する中国の人が非
常に多いです。中国の科学院に地理研究所という
のがあって私共もいろいろ交流してますけど、中
国側には当時の全国については何の記録もありま
せん。地理研究所の人達からは、愛知大学の資料
を活用して 20 世紀前半期の中国というものを自
分達も確認したいというような巾し出もございま
す。書院が焼けてしまって 1937 年からはまた自
由に旅行ができない時代に入っていったわけです
けれども、その時期の部分はそのまま戦後の中国
の中に取り残されています。しかしこれは政治的
判断が要るということでなかなか公開はされてい
ません。公式見解はそういうことです。実際には
見られた方もおられるんですけれども。もう少し
でうまくいきそうな時に例の反日運動が高まって
しまいました。過去、周恩来首相の時代に単語カー
ドを返してくれて「中日大辞典」を作ることがで
きましたが、ああいうような決断がないとちゃん
と資料を公開してもらうのは離しいと思います。
しかし我々は 1936 年までの資料は持っておりま
す。それ以降のものは残念ながらそういう状態で
すけれども、先ほとe編集委員会が映ったようにダ
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イジェストでエッセンスの部分だけは活字になっ
て、これまた 1 階のところに展示してありますの
で、そういうものから読み取っていくことはでき
ます。
中国側も最近は『支那省別全誌』などの一部を
翻訳して現地で出しています。それから上海あた
りの古い大学からは何人かの研究者の人達が我々
のところへも来て研究しておりますし、中国の
人、あるいは中国人でアメリカにいる研究者とか、
そういうような人達も関心を持って勉強しに来た
がっています。中国側も文化大革命の少しあとぐ
らいまで書院のこういう研究に対して、「あれは
帝国主義の産物である」みたいな評価が多かった
んですが、最近出てるたとえば上海あたりの大き
な本の中で、東亜同文書院大学についての説明は
一変しています。「日本の優秀な学生が集まって、
中国で最高度の教育をやった学校だ」と、かなり
雰囲気が変わってます。そんなお話でいいでしょ
うか。
｛司会】 ありがとうございました。まだ他にご
質問のある方もいらっしゃるかと思いますが、そ
ろそろ閉会の時刻となってまいりましたので、質
疑応答はここまでとさせていただきます。あすあ
さってとまだ 1 階の円形ホールで展示会がござい
ますので、ご質問のある方はそちらに足をお運
びいただければと思います。続きまして記念セン
ター長より閉会のご挨拶がございます。よろしく
お願いいたします。
［藤田】 というわけで長々と、今日はやなせ先
生のお話と私のお話をさせていただきました。ゃ
なせ先生のお話は大変面白くて、人生のキャリア
を長くやっておられるとああいうお話ができるの
かな、私なんかとても及ばないなと思いながらお
聞きしました。特にお体を大変悪くされて治擦中
のところを抜け出して来られて。食餌療法をされ
ているということで、食べられないというお話で
した。ああいう形で元の書院生をお父さんに持つ
方々が多く、いろんな場所で活躍されておられま
す。我々もそういう方々にまたご登場いただいて
お話を聞かせてもらいたいと思っております。今
日私のほうでもお話をさせていただきましたけれ
ども、これを機会に東亜同文書院というのが大陸
にあって、ああいう学校だったんだと。国策の学
校ではなかったんですね。ハルピン大学とか大速
や奉天の大学とかいうのとはちょっと違う。それ
を一緒くたに今までは捉えられてしまってちょっ
と不幸な時代がありましたけれども、中国側も今
お話ししましたようにだいぶ評価が変わりつつあ
ります。その点我々としでもありがたく，思ってお
ります。そんな状況もご理解いただいて、今日こ
ういう時間を過ごしていただいたのは大変ありが
東亜局文書院大学の資料展示会・講演会
たいと思っております。長時間にわたりましであ
りがとうございました。これからもよろしくお願
いいたします。なお 6 時まで 1 階で展示会をやっ
ておりますので、もしよろしければご覧ください。
［司会】 皆様、本日は日曜日にもかかわらず、東
亜同文書院大学記念センター主催の講演会に長時
間にわたりご参加くださいまして、誠にありがと
うございました。なお展示会のほうは火曜日の 6
時まで行なっております。あしたとあさっては 1
日 3 回ずつ展示資料説明会を 1 階の円形ホールで
行ないます。ご関心のある方はぜひあすあさって
と円形ホールのほうに足をお運びいただければ幸
いでございます。皆様どうぞお気をつけてお帰り
くださいませ。識にありがとうございました。
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